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教
育
長

児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策
の
検
証
を

犯
罪
の
予
防
に
努
め
る

松
井
　
甫
　
議
員

問　
　
　
宍
粟
市
で
は
、
市
民
に
よ
る

　
　
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
活
動
が

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
児
童
・
生
徒
を
狙
っ
た
凶
悪
な

犯
罪
が
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
不

安
が
あ
り
ま
す
。
犯
罪
の
予
防
対
策

や
安
全
対
策
は
十
分
か
、
順
次
伺
っ

て
参
り
ま
す
。
先
ず
、
全
学
校
で
児

童
・
生
徒
の
防
犯
訓
練
の
実
態
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。
次
に
登
下
校
時
で

の
不
審
者
対
策
や
生
徒
の
問
題
行
動

に
つ
い
て
問
う
。
次
に
緊
急
連
絡
網

と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
・
警
報
ベ

ル
や
ブ
ザ
ー
の
設
置
状
況
を
伺
い
た

い
。
最
後
に
各
地
で
展
開
さ
れ
る
自

主
防
犯
活
動
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
防
犯
訓
練
は
宍
粟
警

　
　
　
　
　
察
署
と
連
携
し
て
講
習

や
学
習
を
深
め
て
い
ま
す
。
更
に
、

メ
ー
ル
連
絡
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る

等
、
予
防
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

次
に
不
審
者
対
応
、
生
徒
の
問
題
行

動
対
策
は
先
生
と
児
童
で
通
学
路
の

点
検
や
危
険
箇
所
の
把
握
、
１１０
番
の

家
の
確
認
、
防
犯
ベ
ル
の
携
帯
等
、

指
導
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
問
題
行

動
対
策
は
、
生
徒
指
導
の
強
化
や
初

期
対
応
の
大
切
さ
を
指
導
し
て
い
ま

す
。
次
に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
、
警
報
ベ

ル
・
ブ
ザ
ー
等
の
設
置
状
況
は
、
旧

町
時
代
か
ら
各
施
設
ご
と
に
順
次
整

備
し
て
い
ま
す
。
未
整
備
の
学
校
で

は
大
規
模
改
造
工
事
等
の
際
、
整
備

を
図
り
ま
す
。
最
後
に
自
主
防
犯
活

動
は
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
及
び

関
係
機
関
と
連
携
し
て
今
後
も
継
続

的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

やまさき安全みまもり隊
（山崎小学校）

夢
の
町
づ
く
り
は
出
来
た
か

参
画
と
協
働
・
財
政
健
全
化
を
基
本
に

大
上
　
正
司
　
議
員

問

市
長

　
　
　
合
併
後
三
年
を
振
り
返
り
、

　
　
総
合
計
画
に
沿
っ
た
夢
の
町
づ

く
り
実
現
に
向
け
た
行
政
運
営
が
出

来
て
い
る
か
。
１９
年
度
は
、
新
庁
舎

建
設
・
総
合
病
院
の
医
師
確
保
・
夜

間
応
急
診
療
所
開
設
・
赤
字
バ
ス
路

線
休
止
に
伴
う
代
替
交
通
の
確
保
・

乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
六
年
生
ま
で

延
長
・
地
域
情
報
化
事
業
の
着
手
・

県
産
木
材
供
給
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
・

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
、

更
に
、
予
期
し
得
な
か
っ
た
千
種
東

小
学
校
危
険
校
舎
認
定
に
よ
る
取
り

壊
し
と
再
建
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
、
市
長
以
下
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

た
こ
と
は
一
定
の
評
価
は
出
来
る
が
、

私
が
常
々
申
し
上
げ
て
い
る
高
齢
者

に
温
泉
施
設
利
用
の
優
遇
処
置
や
障

害
者
福
祉
の
充
実
・
結
婚
祝
い
金
の

支
給
な
ど
、
市
民
が
「
ぬ
く
も
り
を

感
じ
」
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
実
感

で
き
る
夢
の
町
づ
く
り
が
出
来
た
か

ど
う
か
疑
問
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
国
県
も
歳
出
削
減
を
一
段

と
強
め
、
先
に
発
表
さ
れ
た
本
市
の

財
政
適
正
化
計
画
に
影
響
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
「
金
を
掛
け
ず
に
心

を
か
け
る
」
行
政
展
開
は
い
く
ら
で

も
出
来
る
の
で
、
市
長
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
市
民
の
参
画
と
協
働
を

　
　
　
　
基
本
に
、
行
政
懇
談
会
等

で
沢
山
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
そ

の
声
を
大
切
に
「
財
政
健
全
化
を
一

番
に
」
宍
粟
市
の
「
豊
か
な
自
然
と

資
源
を
活
か
し
た
」
行
政
運
営
を
し

て
参
り
ま
す
。


